


















fIL は子供の時から 
嘆 常めクセがあった。 
生き物を見る と 
ムラムラと殺した く 

這 だ。 

犬、猫、カエル . 

am ばかりではなく 
人間までも一こ。 



それか^ というもの 

まるで何か浩かれた よ、 


^ S ス電，，汽車と事 

浮起こして、 ㈣ だもの 

生命を ぅばったのじやっヒ〇 








汪才の時 V しは！^に 
15口を並穿 、 P 
転覆させ、百んの A ^ 粼を 
うばいたことがある。 
K 時のあの靈 /• 

体中力しびれ るよう 
だった。 


もちろん、年恵のモ姐 

びや h ていることだとは 
誰も思いは しなかった。 


0 

_ 


I 


やがてわし も 

1の益と f っ卜 

校にゆく年頃に なつ/ J 。 
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ぁる日：.わし iiip の卜3が 
カケの上から小—をしよぅ 
としているのを見た。 

すると . すると . 



あそここ 
ある電線 
まで小便 
が船くか 


たちまちあ.の悪魔の声をきい 
たのだ。殺れ/.殺って しまえ 


X と見るとそこに、^^てブラ 

さ-〇丨 *' ぅあつでんせん 

下っている高圧！ . 


に^ッと tT つの 
妙案が浮かんだ。 

纪は、.んでぃた 
数人の子供達に、ガケ 
か^落ちる といけないから 
と言って、聯のモ槲を街か 
ら押さえさせ . 


やって免 
なよ 


見る見るぅちに、辦；^、 
の 子供達は真っ黒な 
パ—ベキユ— となつて 
しまつた。 

f りに、 これを11かが 

見 マ S としても、 綴 
切！!来事として、な-んの 
疑問 ももたなかつ』こ 
ことじやろう。 


結果は明白だった。 

っとも第を彫す 

伝導体だ 





圖 
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また、ある時は、 

1 子校で遠足に行った，が、 

みゆぅらんせん かいゆぅ 

湖を遊覧船で回遊する 
ことになつた。 

わしはトツサに船底の 
センを抜きとつてしま 

つた0 



わ叱は、腹痛と称して船に 
は乗らなかつた。 



驚は 


ゎしの S 、 繼、公崖 

の乗った船は、わしの目の 
前で沈んでいったの じゃ。 
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{ かし、それは当時の日本に 
於いては、 S な褽に4 
をさらす こと だつ / JO 
そこでわしは思いついた… 



比ヂ」ちにけし>卜を急襲. 
逮捕……銃殺 . 


i 


1 


靨 


i 


そうボクだよ 
しかもオレは 

なかま きみたち 

仲間の君達 

しょけい I つ 

の処刑を執 

•こう 

行すると 
いぅ条件で 
寝返ったのさ 
フフフフッ 

よろこ 

この直口び 
わかるまい… 


1 


漏 
_ 


最も卑劣な手を用いたのだ。 

ぅら r 

そぅ裏切りである。 

一 >4-^ けん 

ひとつの条件をつけて . 。 

それは、カムイ伝に言うタレ コ 
ミ屋、それも殺し一を奢 
ねた、である。 


なにつ 
アカの 
アジト 


フフフ 

あおやまくん 

青山君 
ポクだ 


ゲッ /• ^ 

そ、その声 
は、形阶/ 
き、きさま 

影った 

のか/ 



0 



3\〇 



こんな 
残酷なこと 
はない 
しかし 















r 


そして . 

ゎしはかっか審 M の船 fil と 
4て1け一王にスパィを恥你まる般 
務を受持つことになった。 




殺人を犯せば犯すほど、わし 
は有名になつた。おかしな 
話だ。ついには表彰状まで 
もらつたのだから。 


ょホしはにの^±¥が、これほど 
喜びの多い仕事だとは 抓ら 
なかった . 

ごう ( i うてきさつじん 

合法的殺人/ •こういうこと 
かで きよう か。 


わしは、いつでも人を齡した 
•くなれば、 むりやり スパイ 
にデッチセげれば、.4 i 殿 
として 銃殺す ることが で 
きたのじや。 


何百人 

にんげん 

もの人間 

じゆぅ 

を自由に 

殺せるの 

. 


i 


1 


そぅだ 
だからこそ- 
わしの喜び 
は大きかつ 
たのじや 




なんの 

つみ 

罪もな. 


S 
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ある日わしは情報局で一つの 

ほう え 

情報を得た。 

よる やま てほうめん 

それは明日の夜、山の手方面 
に 集中爆撃が あると いう 
ことを . . 
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山の手方面 

あんぜん、 

は安全です 
b らそちら 

つ 

に移って 

くだ 

下さ — V 


I 



その夜、山手方面に避難 
した 数千 人-の 市策は、 
そのほとんどが全一して 
しまつた。まさに 地獄の 
様相でぁった。 









IW 


fi 


a 


_ 




關 





終.泠 
戦 x が 
て 


した二一‘ちだ 
たりセ部^が 
° ' のの' 

書*•書 i 書とわ 
き類 f 、 類?、し 
変かををは 
え作ミ隠乂ひ 
た成循》そ 
りししか 
， に 


終戦の時に 
ょく無事で 
いられまし 
たね 一 

f ,ベいたいち^' 1 




悪が堂々と 
まかり通る 
道はいくら 
でもある 
のじや 


し^つせん とき ぐん よぅしよるい 

終戦の時に軍は重要書類を 
全部焼いてしまつた……。 
占領軍に対するいろんな 
証拠をなくすためにだ。 


alvaJ glsi 



取系 



画 


そぅ、もちろんわしの身 
の安全と弓 ^ 力え にじ 
や。献手の外人は大喜び 
をした。そのはず じや、 

じぶんたちてむ にく 

自分達に手向かった憎い 

にほんじんふ< b ぅ 

日本人に復警することが 

できるだから . 。 

その結果、全く無実の人が 
沿刑になったりして、わし 
のニセ書類は大活躍をし 
たのじや。 


一149一 











一 150 一 


m 




■Ml 綱 

_ 


蓬 國 


_ 
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の起ぉ梅 ^ 四ょ 
仕し こ事じ鹰ミ 
業ゎざし件濘じ 
に ' ;件‘又 
しす； ' 
たべ t 松ち 
。て 列5河ミ 
コ車淳じ 
ム事じ伴又 


スを青す 


コ日;こそ 

ム本； f の 
二の真又 
ス赤0の 
卜化か役? 
の ms- 
追？止しは 
放 ？/ I 





わしは、あらゆる手段を 

g い、コムニストに®ん 

した/ 


あるいは、いろいろと社会的 
にショッキングな事件を続発 
させ、世間の反感を さそう 
作戦 もとつ た。 


そして . 

せんご く1(:ちから 

戦後わしはある国の力によ 

11あんか^4^ よぅしよく 

って保安課長といぅ要職 
につくことができた。 









m 

圍 


Wm 


m 





フフフ 


全くの /( VQ . 

ぐぅぜん きみたち 

嘴然で君達と 
知り合いバ悪」 
について語れると 
はわし やうれ し 

いよ、フフフフ y 


v ^ lif の紫に辦し、 
(永年の功績に対して、 とは 
泣 U といぅ皮肉だろぅ) 

叙 S される ことこなつた。 
フフフフ . 。 


|2_ど I 
起こしている。 


そぅなのだ。わしは Y . も 
そぅなるための努力を した 
ことはない。 

だが ys 冲はぉもしろぃもの 
沈。先生先屯と！^ばれる#- 
分に'なったのだ。 
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